
様式 １　公表されるべき事項

外国人技能実習機構（法人番号5010405015455）の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

監事

監事（非常勤）

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

  ② 令和５年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び令和５年度における改定内容

当機構は、外国人の技能等の修得等に関し、技能実習の適正な実施及び技能実習生
の保護を図り、もって人材育成を通じた開発途上地域等への技能等の移転による国際
協力を推進することを目的として、特別の法律に基づき平成29年1月25日に設立された
認可法人であり、事業のための財源は国からの交付金の割合が84.2％であることから、
役員報酬の水準を検討するにあたっては、国の指定職俸給表適用者の報酬水準を参
考とした。

当機構は、役員報酬規程により、勤勉手当について、人事評価の業績評価の結果等
を考慮し、理事長が定める割合を乗じて支給している。

役員報酬基準は、月額及び特別手当から構成されている。月額につい
ては、役員報酬規程に則り、本俸（905千円）に地域手当（本俸に100分
の20を乗じて得た額）、通勤手当、単身赴任手当のうち支給の該当する
手当を加算して算出している。特別手当については、役員報酬規程に則
り、本俸、地域手当の月額、本俸月額に100分の25を乗じて得た額、本俸
及び地域手当の月額に100分の20を乗じて得た額に、国の指定職俸給
表適用者に準じた割合を乗じて得た額としている。

法人の長に同じ。
※ただし、理事の本俸月額については、役員報酬規程に則り、898千円を

上限として理事長が定めることとしている。

法人の長に同じ。
※ただし、監事の本俸月額については、役員報酬規程に則り、898千円を

上限として理事長が定めることとしている。

監事（非常勤）の報酬基準は、役員報酬規程に則り、月額239千円とし

ている。



２　役員の報酬等の支給状況
令和５年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

18,048 10,860 5,016
2,172

0
（地域手当）
（通勤手当）

千円 千円 千円 千円

15,634 9,266 4,455
1,853

60
（地域手当）
（通勤手当）

千円 千円 千円 千円

14,362 8,496 3,924
1,699

243
（地域手当）
（通勤手当） 4月1日

千円 千円 千円 千円

15,626 9,156 4,455
1,831

184
（地域手当）
（通勤手当）

千円 千円 千円 千円

4,830 2,289 2,050
457
34

（地域手当）
（通勤手当） 6月30日

千円 千円 千円 千円

10,246 6,867 1,874
1,373

132
（地域手当）
（通勤手当） 7月1日

千円 千円 千円 千円

2,876 2,876 0 0
（　　 　　）

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入する。
注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　 退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

監事A

監事
（非常勤）

監事B

理事C

就任・退任の状況
役名

その他（内容）

法人の長

理事A

前職

*

◇

理事B ◇



３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
　法人の長

　理事

　監事

　監事（非常勤）

【主務大臣の検証結果】

当機構は、外国人の技能等の修得等に関し、技能実習の適正な実施及

び技能実習生の保護を図り、もって人材育成を通じた開発途上地域等へ

の技能等の移転による国際協力を推進することを目的としている。
この目的を達成するため、法人の長である理事長には機構全体の業務

を統括し組織の円滑な運営を行う必要があり、強力な指導力や高いマネ
ジメント能力等を発揮することが求められる。

こうした職責を踏まえ、理事長の報酬は、国の指定職俸給表の5号俸適
用者の報酬と比較考量した上で決定しており、その報酬を下回っているこ
とから、その報酬水準は妥当なものと考える。

当機構は、外国人の技能等の修得等に関し、技能実習の適正な実施及

び技能実習生の保護を図り、もって人材育成を通じた開発途上地域等へ

の技能等の移転による国際協力を推進することを目的としている。
この目的を達成するため、法人の役員である理事は、理事長を補佐し、

その担当する業務を総括し、職員を指揮監督する必要があり、強力な指
導力や高いマネジメント能力等を発揮することが求められる。

こうした職責を踏まえ、理事の報酬は、国の指定職俸給表の4号俸適用
者の報酬の範囲内で理事長が決定することとし、具体的には指定職２号
俸相当額又は指定職１号俸相当額としていることから、その報酬水準は妥
当なものと考える。

当機構は、外国人の技能等の修得等に関し、技能実習の適正な実施及

び技能実習生の保護を図り、もって人材育成を通じた開発途上地域等へ

の技能等の移転による国際協力を推進することを目的としている。
この目的を達成するため、監事は、主務大臣から任命された独立の機関

として、当機構の業務及び財務の状況等が適正かつ効率的に行われてい
るかを監査することにより、健全な業務運営を確保することが求められる。

こうした職務の特性を踏まえ、監事の報酬は、国の指定職俸給表の4号
俸適用者の報酬の範囲内で理事長が決定することとし、具体的には指定
職2号俸相当額としていることから、その報酬水準は妥当なものと考える。

当機構は、外国人の技能等の修得等に関し、技能実習の適正な実施及

び技能実習生の保護を図り、もって人材育成を通じた開発途上地域等へ

の技能等の移転による国際協力を推進することを目的としている。
この目的を達成するため、監事は、主務大臣から任命された独立の機関

として、当機構の業務及び財務の状況等が適正かつ効率的に行われて
いるかを監査することにより、健全な業務運営を確保することが求められる。

こうした職務の特性を踏まえ、監事（非常勤）の報酬は、主務官庁である
厚生労働省所管の労働に関する事業を行う独立行政法人の監事（非常
勤）の報酬水準と同程度であることから、その報酬水準は妥当なものと考
える。

当該役員の報酬は、国家公務員の給与に準じて設定されており妥当

な水準であると考える。また、役員の職務内容の特性を鑑みても妥当な

報酬である。



４　役員の退職手当の支給状況（令和５年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

3,821 4 0 R5.6.30 1.0

千円 年 月

該当者なし

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、該当がない場合は空欄。　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

５　退職手当の水準の妥当性について
【主務大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

注：「判断理由」欄には、法人の業績、担当業務の業績及び個人的な業績の検討結果を含め、業績勘案
　　 率及び退職手当支給額の決定に到った理由等を具体的に記入する。

該当者なし

監事A

法人での在職期間

監事
（非常勤）

判断理由

該当者なし

理事 該当者なし

法人の長

監事

監事A

法人の長

理事

当機構においては、勤勉手当について、人事評価の業績評価の結果等を考慮し、理事
長が定める割合を乗じて支給している。

退職手当支給額は、「独立行政法人、特殊法人及び認可法人の役員の退職金について」（平成15年12月19日閣議決定（平成27年３月24日

一部改正））に基づき、当機構に設置した業績評価委員会にて決定された業績勘案率を用いて算出されており、業績勘案率についても、当該委

員会において、在任期間における業績等を勘案し決定されており、妥当なものであると判断している。



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び令和５年度における主な改定内容

２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

122 43.1 6,896 5,119 142 1,777
人 歳 千円 千円 千円 千円

122 43.1 6,896 5,119 142 1,777

人 歳 千円 千円 千円 千円

246 55.2 4,705 3,435 148 1,270
人 歳 千円 千円 千円 千円

246 55.2 4,705 3,435 148 1,270

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。

　また、在外職員、任期付職員及び再任用職員については、該当者がいないため記載を省略した。
注２：研究職種、医療職種及び教育職種については、該当者がいないため記載を省略した。
　（以下、④まで同じ。）

非常勤職員

事務・技術

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

区分

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

常勤職員

うち賞与平均年齢
令和５年度の年間給与額（平均）

総額 うち所定内人員

事務・技術

当機構は、外国人の技能等の修得等に関し、技能実習の適正な実施及び技能実習生
の保護を図り、もって人材育成を通じた開発途上地域等への技能等の移転による国際協
力を推進することを目的として、特別の法律に基づき平成29年1月25日に設立された認
可法人であり、事業のための財源は国からの交付金の割合が84.2％であることから、職
員給与の水準を検討するにあたっては、国の行政職俸給表（一）適用者の給与水準に準
じて決定することとした。

当機構は、職員給与規程により、勤勉手当について、人事評価の業績評価の結果等を
考慮し、理事長が定める割合を乗じて支給することとしている。

職員給与規程に則り、俸給及び諸手当（職務手当、扶養手当、地域手当、広域異動手
当、寒冷地手当、超過勤務手当、管理職員特別勤務手当、通勤手当、単身赴任手当、
住居手当、期末手当及び勤勉手当）としている。

期末手当については、期末手当基礎額（俸給の月額＋扶養手当の月額＋俸給及び扶
養手当の月額に対する地域手当及び広域異動手当の月額＋役職段階別加算＋管理職
加算）に一般職給与法に準じて定める割合を乗じ、さらに基準日以前6箇月以内の期間
におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。

勤勉手当については、勤勉手当基礎額（俸給の月額＋俸給の月額に対する地域手当
及び広域異動手当の月額＋役職段階別加算＋管理職加算）に一般職給与法に準じて
定める割合を乗じ、さらに基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の在職期間に応
じた割合を乗じて得た額としており、令和４年度から常勤職員に加え、非常勤職員（契約
職員）に対しても支給を開始している。



注１：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。

③
（事務・技術職員）

平均
代表的職位 人 歳 千円

15 51.9 9,566

25 51.1 8,546

38 42.8 7,382

④

夏季（６月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

53.8 53.1 53.4

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 46.2 46.9 46.4

％ ％ ％

         最高～最低 56.4～42.1 56.7～42.2 56.6～42.3

％ ％ ％

55.2 54.5 54.8

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 44.8 45.5 45.2

％ ％ ％

         最高～最低 50.7～40.9 51.6～42.6 51.1～42.2

　 ・本部課長補佐相当

   ・係長相当

賞与（令和５年度）における査定部分の比率（事務・技術職員）

区分

10,178～7,378

一般
職員

一律支給分（期末相当）

管理
職員

一律支給分（期末相当）

平均年齢人員

②

　 ・本部課長相当

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員）

9,618～5,519

分布状況を示すグループ

千円

11,009～7,674

年間給与額

最高～最低

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員）〔在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。以下、④まで
同じ。〕



３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

（主務大臣の検証結果）

講ずる措置

　給与水準の妥当性の
　検証

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

・年齢・学歴勘案　　　　　　　  　99.4

内容

対国家公務員
指数の状況

・年齢・地域・学歴勘案　　　　　 98.1

・年齢勘案　　　　　　　  　　　  100.4

・年齢・地域勘案　　　　　　　　  98.4

項目

今後も、人事院勧告の内容等を勘案しつつ、引き続き、国家公務員の給
与水準を十分に考慮し、給与水準の適正化に努めることとする。

年齢勘案にあっては、国家公務員の給与水準と比較して高くなって
いるが、これは、住居手当支給対象者の割合が高いことが考えられる。
（当機構44.3%、国家公務員(行一)29.0%(適用俸給表別、手当の種目
別受給人員(令和５年国家公務員給与実態調査第9表から算出））。

上記の他に、比較の対象となる国家公務員の給与水準が全国平均

であるのに対し、当機構の本部・地方事務所は主要都道府県に所在

し、地域手当支給対象者の割合が高いことも一因である。

（地域手当支給対象者の割合：当機構95.9%、国家公務員(行一) 

83.3%（地域手当支給対象者の割合（令和５年国家公務員給与実態調

査第9表から算出））。

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合 84.3％】
（国からの財政支出額6,247,741,000円、支出予算の総額

7,414,498,000円：令和５年度予算）
【累積欠損額 なし（令和４年度決算）】
【管理職の割合32.0％（常勤職員数122名中39名）】
【大卒以上の高学歴者の割合 74.8％（常勤職員数122名中90名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合 53.1％ 】

（支出総額6,774，363，643円、給与・報酬等支給総額3，598，961，
757円：令和４年度決算)

当機構については、国と同様の給与制度としているため、俸給、諸
手当は国と同等の水準となっている。

当機構の本部・地方事務所が主要都道府県に所在し、地域手当の
支給対象者の割合が高いこと及び住居手当の支給対象者の割合が
高いことを踏まえても、年齢勘案は国を若干上回るに留まっており、年
齢勘案以外については国を下回っていることから、当機構の給与水準

当該役員の報酬は、国家公務員の給与に準じて設定されており妥当な
水準であると考える。また、役員の職務内容の特性を鑑みても妥当な報
酬である。



４　モデル給与

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ　総人件費について

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

2,324,612 3,167,196 3,236,757 3,288,037 3,598,962
(A)

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

- - 4,530 5,016 -
(Ｂ)

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

2,868 2,868 2,868 2,868 2,868
(Ｃ)

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

370,173 514,495 544,659 545,429 582,631
(D)

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

2,697,653 3,684,559 3,788,814 3,841,349 4,184,461
(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

Ⅳ　その他

区　　分

給与、報酬等支給総額
46,814

注：中期目標管理法人及び国立研究開発法人については中期目標期間又は中長期目標
　　 期間の開始年度分から当年度分までを記載する。行政執行法人については当年度分を
　　 記載する。

3,742,536

退職手当支給額
- - 5,739

1,333,179

4,378,281
最広義人件費

53,788 1,545,549

2,868

福利厚生費
6,496 209,502 627,138

非常勤役職員等給与
478 2,868

（扶養親族がいない場合）
〇 22歳（大卒初任給）

月額 191,700円 年間給与 3,144,000円
〇 35歳（本部係長）

月額 331,440円 年間給与 5,436,000円
〇 50歳（本部課長）

月額 558,360円 年間給与 9,157,000円
※扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者6,500円、子1人につき
10,000円）を支給

当機構は、職員給与規程により、勤勉手当について、人事評価の業績
評価の結果等を考慮し、理事長が定める割合を乗じて支給している。

・「給与、報酬等支給総額」：対前年度比 4.0%増
支給人員の増によるもの
・「最広義人件費」：対前年度比 4.6%増
支給人員の増によるもの

特になし


